
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立東大成小学校 ）     学校番号 ０５０                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
地域から愛される東大成小学校…どの子にとっても潤いのある楽しい学校・保護者だれもが協力的で安心な学校・子ども
を取り巻く大人がやりがいいっぱいの学校 

       

          

重 点 目 標 

１ 「為すことによって学ぶ」 
２ 「Well-being（一人ひとりの多様な幸せ）を実現する」 
３ 「体力・運動能力を向上する」 
４ 「集団活動を充実する」 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

① 

 

学

力

向

上 

〈現状〉 

〇令和 4 年度全国学力学習状況調査(教科に関する

調査)結果では、全国平均程度であったが、市平

均と比較し国語・算数・理科ともに下回ってい

る。 

〈課題〉 

〇読み取る力や考える力を高める必要がある。 

〇基礎的・基本的な学習内容の定着、個別的な教

育支援を必要とする児童への適切な教育の提供

や学習環境の整備、ICT 機器等を活用した個別

最適な学びを進めるための支援体制等の更なる

構築を推進していく必要がある。 

〇「STEAMS TIME」の指導法については、教職員か

らも「指導法についてより一層の研究を深めた

い」という声があり、さらなる工夫改善に加

え、各種便りや授業参観等を通して保護者や地

域へ情報を公開していく必要がある。 

・ICT を活用し

た「個別最適

な 学 び 」 と

「協働的な学

び 」 を 実 現

し、基礎学力

を 向 上 さ せ

る。 

①STEAMS 教育を中心に ICT 機器を活用

した「アクティブ・ラーニング」型

授業を行い、主体的・対話的で深い

学びを進める。（通年） 

②教室プロジェクターを活用し、主体的

に読む活動を文献や図表、データ等

から読み取る力を育て、読解力を向

上させる。（通年） 

③金融経済教育における探究的な学びに

ついて、研究を深める。 

④基礎学力タイムで、学習アプリを活用

し、個に応じた学習課題の習得を行

う。（通年） 

①学校評価「基礎学力向上」90％以上 

②市学力学習状況調査全学年平均点市平

均以上 

③第５学年金融教育授業６時間の実施と

体験学習としての「子ども商店」にお

ける体験出店件数 10 店以上 

④スタディサプリ課題取組時間全学級月

平均４時間以上 

①学力向上に向けた取組の肯定的評価 児童

94％、保護者 62％、教職員 93％。 

②全国学力・学習状況調査結果では、市平均

と比較すると、国語は下回り、算数は 1 ポ

イント上回っている。 

③第５学年金融教育授業を６時間実施した。

「子ども商店」出店件数 9 店 

④スタディサプリ課題取組時間全学級月平均

以上 

Ａ 

 令和５年度全国学力・学習状況調査結果

では、市平均と比較すると思考・判断・表

現に関しては、国語は同程度、算数は若干

下回っている。「アクティブ・ラーニン

グ」型授業の実践が一定の成果につながっ

ていると考えられるが、今後も、読み取る

力や考える力を中心に高めていく。 

 また、個別的な教育支援を必要とする児

童への適切な教育の提供や学習環境の整

備、また ICT 機器等を活用した個別最適な

学びを進めるための支援体制等のさらなる

構築を推進していく必要がある。 

 

楽しく学習に取り組む中で、

達成感を味わわせ、学力の向上

につなげてほしい。 

さいたま市の施策である様々

な取組を実施することができて

いる。特に、タブレット端末を

授業で積極的に活用することが

できていた。今後は、基礎的・

基本的な学力向上に向け、ＳＳ

（スタディステーション）の環

境整備、支援ボランティア体制

づくり等を学校とＰＴＡが協力

し実施していきたい。 

・体力を向上さ

せる。 

 

 

①朝のフレッシュタイム及び業間休み、

ロング昼休みを活用し、学年集団活

動をとおして一人ひとりの体力を向

上させる。（通年） 

①新体力テストの投力・持久力の市平均

値以上 

①市平均より投力では男子 2･5･6 年、女子 2･

4･5 年が、持久力では男子 1～6 年、女子 1

～5 年が上回っている。 
Ｂ 

 持久走が位置付けられているフレッシュ

タイムを確実に実施するとともに、運動委

員会によるキャンペーンの実施やボール投

げを行えるエリアの新設を進めていく。 

2 

 

安

心

・

安

全 

〈現状〉 

〇PTA 会計と連携を図りながら、会計監査は、実

施している。 

〇設置後５０年を経て錆による腐食の激しい遊具

が存在する。 

〈課題〉 

〇適切な予算執行について、さらに学校と PTA 間

で適切に行われる必要がある。 

〇老朽化した遊具や施設・設備等の修繕による環

境整備は学校施設担当所管と連携し継続してい

く。(本年度、一部遊具撤去申請済み。) 

 

・適正な予算執

行の下、教育

環境整備を行

い、職場環境

を改善する。 

①予算執行は、校内会計モデルに基づ

き、児童の教育への必要性を検討す

るために予算会議をとおして手続き

を厳正化する。（通年） 

②備品登録に漏れのないように、新規登

録備品の管理を教員と事務職員とで

相互確認する。（夏休中・年度末） 

①予算会議実施と適切な申請手続きによ

る会計事故未然防止と年２回の会計監

査の実施 

②備品台帳による現物確認の実施 

①予算要望を踏まえて適切に執行した。会計

監査は年３回行った。 

②夏休中、備品台帳により現物確認を行っ

た。 Ａ 

 今後も、会計監査を学期ごとに年間

３回行うことで、適切な予算執行につ

なげていきたい。 

 古くなった備品に関して計画的に入

れ替えていく必要がある。 

 

施設の点検を行い、修繕が必

要なものは適宜行っていく必要

がある。 

学校評価の中で、安全・安心

に関わる項目での否定的回答に

ついて、内容を分析し今後の対

応に繋げてほしい。 

・老朽化遊具の

撤去により、

安全性を確保

する。 

 

①老朽化した遊具の撤去を行う。 

②防犯対策として１階各出入口の鍵を変

更する。（１学期） 

➂職員室、校長室等の備品を整え、職務

の効率を高める。（１学期） 

①ターザンロープ等老朽化遊具の撤去 

②１階出入口の鍵の共通化工事の実施に

よる施錠ルールの策定と防犯・施錠対

策の実現 

③職員室等の環境改善満足度 90％以上 

①老朽化した遊具の吊り縄と登り棒を撤去し

た。 

②６月に鍵の共通化工事が完了し、施錠ルー

ルの運用を開始した。 

③肯定的回答 100％。 

Ａ 

 老朽化した遊具や施設・設備等の修

繕による環境整備は、今後も行政担当

と連携し継続していく。 

 風通しの良い職員室を今後も目指し

ていく。 
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地

域

と

と

も

に

あ

る

学

校

づ

く

り 

〈現状〉 

〇新型コロナ対策が変更となり、各種ボランティ

アが再開したが、教職員はどのようなボランテ

ィアが存在しているのか、またどのようなこと

ができるのか把握していない。 

〈課題〉 

〇地域の社会人講師リストを教職員間で共有し、

その情報をベースに加除修正を積み重ね更新す

ること、また、年間指導計画に位置付け、指導

内容とリンクするような情報共有を教職員間で

行うこと等が必要である。 

〇子どもを取り巻く大人ができることを考え、実

践していくという共通理解を継続していくこと

が求められる。 

・PTA 学習ボラ

ンティアと連

携した継続的

な学習支援を

行い、児童の

学びへの意欲

を高める。 

 

①学校運営協議会を活用し、業間休み及

び週２回のロング昼休みで学習ボラン

ティアが企画したスタディステーショ

ンでの学びの時間を運営したり、地域

に在住する社会人講師を積極的に取り

入れたりすることでコミュニティ・ス

クールを推進する。（２・３学期） 

②SA を活用した個別指導と学習ボラン

ティア及びアシスタントティーチャー

の活動を一元化し、総合的な支援体制

を確立する。（通年） 

①学習ボランティアの各学期１回以上の

イベント実施 

②学校評価「地域連携・外部講師授業の

実施」学校評価 70％以上 

③本校の総合的な支援体制の確立 

①各学期 1 回イベントを実施した。 

②肯定的回答 保護者 62％、教職員 87％。 

③SA、学習ボランティア、アシスタントティ

ーチャーの活動を一元化し、適切な学級に

配置することができた。 

Ｂ 

 スタディステーションにおいて、Ｐ

ＴＡと連携して学習ボランティアを募

集し様々なイベントを企画・実行して

いきたい。 

 Sola るーむの活用について保護者

や地域との連携を深めていきたい。 

 

Sola るーむの活用を進めてい

ってほしい。 

来年度も外部企業との連携を

進んで行う中で、体験的な学び

を積極的に取り入れ、主体的・

対話的で深い学びを実現する。 ・外部講師によ

る授業を取り

入れ、児童の

深い学びを定

着させる。 

①さいたま市文化振興事業団と連携し、

さいたまアーツセンタープロジェクト

のアウトリーチを活用した STEAMS 教

育を進める。（２学期） 

②自治会、社会福祉協議会との連携によ

る低学年授業を実施する。（３学期） 

①アウトリーチ授業の実施 

②地域団体による低学年授業の実施 

③学校評価「地域連携・外部講師授業の

実施」学校評価 70％以上 

①さいたま市文化振興事業団と連携し、さい

たまアーツセンタープロジェクトのアウト

リーチ授業を 9 月に行った。 

②１年生が昔遊びの会を 2 月に実施した。 

③肯定的回答 保護者 62％、教職員 87％。 

Ａ 

 来年度は、STEAMS TIME において外

部企業と連携して学習を進めていく予

定である。 
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教

職

員

の

資

質

向

上 

〈現状〉 

〇Teams 等による各種デジタル化（ライブ配信や

ファイルの共有等）なども含め、校務用端末を

利用した業務のスリム化はかなり進んでいる。 

〈課題〉 

〇これまで培ってきた指導方法や従来の価値観か

らの脱却ができない教員には、令和の日本型学

校教育の在り方を踏まえ、ICT の活用を生かし

た個別最適な学びの実現に向けての授業改善を

促し、勤務時間の中で「できること・やるべき

こと」等をより一層精査し、見通しをもって業

務にあたることが強く求められる。 

・ICT 活用によ

る授業改善と

評価方法の見

直しにより業

務改善する。 

・ 教 職 員 の

Well-being を

実現できるよ

うに、仕事の

やりがいを高

め、在校時間

を縮減する。 

①エバンジェリストによる研修を行い、

教職員の ICT 活用能力を向上させる。 

②タブレット型コンピュータを活用した

児童の評価方法を研究し、校務の一層

の教育 DX を進める。（通年） 

③やりがいのある職務遂行とのバランス

を考えた在校時間の縮減を図る。 

④会議開始時間を５分間早め、終了時刻

も事前通告し、効率的に行う。 

⑤シン・GIGA スクール構想におけるス

クールダッシュボード活用を視野に入

れた働き方改革を研究する。 

⑥全職員が当初面談で研修受講奨励した

研修を受講する。（通年） 

①教職員 ICT 活用研修の実施 

②タブレット型コンピュータを利用した

評価方法の確立 

③時間外在校時間の月平均 40 時間の達

成 

④日課表の変更による会議時間の確保 

⑤スクールダッシュボードによる児童の

教育データベースフォルダの作成 

⑥研修受講奨励の実施 

①定期的に活用研修を実施した。 

②動画の撮影、考察の入力、写真の引用、ワ

ークシートの提出等様々な評価方法を研究

した。 

③83％の職員が達成した。 

④勤務終了時刻までに会議を終えることがで

きている。 

⑤１月にスクールダッシュボードのデモ画面

を確認し、本格運用に備えている。 

⑥抽選で外れたもの以外は、当初面談で研修

受講奨励した研修を受講した。 

Ａ 

今年度も Teams 等による各種デジタ

ル化（ライブ配信やファイルの共有

等）なども含め、校務用端末を利用し

た業務のスリム化はかなり進んでい

る。ICT 活用による授業改善と評価方

法の見直しも引き続き行っていく必要

がある。 

来年度はスクールダッシュボードの

本格運用を進める中で、児童一人ひと

りへの支援を効果的に行っていく。 

 

 スクールダッシュボードの運

用を進め、より効果的に支援を

行うとともに、業務を効率的に

進め働き方改革も進めていく。 



 


